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関係機関の皆さまにおかれましては、日頃から当センターのひきこもり対策推進事

業の円滑な遂行に御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

さて、内閣府が令和元年度に発表したひきこもりに関する調査結果では、自宅に半

年以上閉じこもっている15歳から64歳までのひきこもりの状態にある方は、全国で

推計100万人以上といわれています。この調査結果から本県のひきこもりの状態にあ

る方を推計すると4万人以上に上ります。 

  国のひきこもり対策としては、平成21年度から実施されている「ひきこもり対策推

進事業」により「ひきこもり地域支援センター」の各都道府県・指定都市への設置が推

進され、令和４年4月時点で79か所設置されています。 

また、平成25年度からは、ひきこもりの状態にある本人やその家族に対するきめ細

かく継続的な相談支援や早期の把握を目的として「ひきこもりサポーター養成研修事

業」と「ひきこもりサポーター派遣事業」が開始されました。 

さらに、平成27年4月には生活困窮者自立支援法が施行され、ひきこもり対策はこ

の制度に組み込まれ、これまで第一次相談窓口であった当センターには、より専門的

対応を行う機能が求められるとともに、関係機関のネットワーク構築を促進していくこ

とが明確に示されました。 

また、国は令和元年度に就職氷河期世代の支援を推進することを打ち出し、この中

でもひきこもりの状態にある方に対する一層のきめ細かな支援が必要とされました。 

現在、住民に身近な市町村でも相談体制づくりを進め、支援を強化していく方針が

示されており、今後、当センターと保健所、市町村がより一層連携を強化し、支援を充

実させていくことが必要です。 

  福岡県では、ひきこもり地域支援センターを平成22年6月に当センター内に設置し、

12年が経過しました。令和2年7月には、身近な地域で相談に対応し、市町村への専

門的助言や地域のネットワーク構築を促進するため、ひきこもり地域支援センターサ

テライトオフィスを筑後と筑豊の2か所に設置しました。その結果、令和3年度の相談

延件数は約4，680件と大幅に増加しています。また、保健所圏域毎のネットワーク会

議やひきこもりの支援者に対して研修会を開催するなど、より一層、支援の輪が広が

るよう努めているところです。 

ここに、同事業の実施状況を取りまとめた、令和３年度ひきこもり対策推進事業報

告書を作成しましたので、ひきこもりの状態にある方に対する支援の参考になれば幸

いです。 

 

令和４年９月 

 

福岡県精神保健福祉センター 

所長 楯林 英晴 

Ⅰ はじめに 
①  
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  方 針   

ひきこもりに関する悩みを抱える方や家族を、関係機関と連携し継続的に支援する

とともに、身近な市町村で相談や支援を受けることできる体制を整備する。 

  概 要   

１ 相談支援 

電話、 来所相談、オンライン、訪問・同行支援により、ひきこもりの状態にある本人

やその家族、関係機関からの相談に対応し、適切な支援に繋げた。また、①フリースペ

ース、②家族のつどいを実施し継続的に支援を行った。 

今年度は、新たにアウトリーチ支援の強化とサテライトオフィスによる市町村でのひ

きこもり相談会を行った。 

 

２ 人材育成 

ひきこもりの相談や訪問支援に対応できる人材を育成するため研修会の実施、ひき

こもりの状態にある本人やその家族を支え、身近な理解者となっていただけるひきこ

もりサポーターの養成研修を行った。今年度は特に、研修の内容と時間を大幅に増や

し充実を図った。 

 

３ ネットワークの構築 

関係機関の連携強化のために ①ひきこもり支援者地域ネットワーク会議 ②ひきこ

もり地域支援センター実務者連絡会議 ③ひきこもり対策連絡調整会議を実施した。   

今年度は、新たにネットワーク会議の中で事例検討を行い、活発な協議を行った。 

 

４ ひきこもりの状態にある本人・家族への支援 

ひきこもりの状態にある本人に対する支援として、居場所としてのフリースペース

を定例的に実施した。 

また、家族相互の支え合いや交流、家族としての対応を学ぶための家族のつどいを

開催した。 

 

５ 情報発信 

ひきこもりへの理解を深め、必要な方へ支援を届けるため、①リーフレット等の配布、

②ＨＰ掲載等の広報活動、③出前講座、④ガイドブックの改訂を実施した。 

 

６ 普及啓発 

市町村や関係機関からの依頼に応じて、ひきこもりに関する講話やひきこもり地域

支援センターの周知を行った。また、ホームページでの普及啓発の充実やPR動画の配

信を行った。 

Ⅱ 令和３年度福岡県ひきこもり対策推進事業の概要 
②  
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１ 相談支援                                                 

【目的】 

ひきこもりの状態にある本人や家族、関係機関からの相談に対し、専門的に助言を

行い、対象者への相談内容に応じて、適切な関係機関へとつなぐ。また、関係機関と情

報交換を行うなど、対象者への支援の状況を把握するとともに、適切な支援方法につ

いて検討を行う。 

 

【事業内容】 

① 電話相談事業 

月～金曜日 9時～17時 15分（祝日及び年末年始を除く） 

② 来所相談事業 

月～金曜日 9時30分～16時 20分（予約制） 面接はおおむね１時間程度 

③ 訪問・同行支援 

必要に応じて家庭訪問を行い、事例に応じて関係機関への同行支援や当事者の興

味がある活動等への同行等を実施。関係機関と連携して訪問等を行う。 

④ オンライン相談 

令和2年 11月から開始。来所相談をされたことがある方を対象として、希望者に

実施 

 

【実績】 

  電話相談・来所相談・訪問同行の月別延件数は、次ページに掲載。 

過去の相談状況については巻末に掲載。 

令和3年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大時期には来所者数が減少した

ものの、電話、来所、訪問・同行の件数は 12 月時点で昨年度の来所者合計を上回り、

相談件数は増加傾向だった。特に、訪問・同行などのアウトリーチは、市町村等の窓口

で相談を受けたり、相談者の利便性や相談のしやすさを考えて、居住地の近くに出向

いて相談等も行ったことから、大幅に件数が伸びた。自ら支援を求めることが難しい

方や潜在的な相談者に早期に関わりを持つためにアウトリーチは重要であるため、今

後も積極的に取り組んでいきたい。 

 

 

Ⅲ 令和３年度の事業実績 
③  
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(１）相談件数の内訳

　①電話相談　延件数

  ②来所相談　延件数

 ③訪問・同行　延件数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
ひきこもり地域支援センター 1 2 0 1 0 1 1 0 1 0 1 0 8
筑後サテライトオフィス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
筑豊サテライトオフィス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　計 1 2 0 1 0 1 1 0 1 0 1 0 8

　④オンライン相談　延件数

　 遠方に居住している等の理由でオンラインを希望される方がおり、来所の困難さを解消する相談手
段になっている。
　 オンラインを利用しない理由としては、インターネットができる環境がない、機器の操作に不安があ
るという意見もあったことから、相談者が相談方法を選択できるよう、今後も取り組んでいきたい。

筑豊サテライトオフィス

筑後サテライトオフィス

ひきこもり地域支援センター

筑豊サテライトオフィス

筑後サテライトオフィス

ひきこもり地域支援センター

筑豊サテライトオフィス

筑後サテライトオフィス

ひきこもり地域支援センター

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

ひきこもり地域支援センター 117 126 146 94 115 126 136 92 127 110 101 172 1,462

筑後サテライトオフィス 81 120 116 126 129 101 159 100 102 85 101 110 1,330

筑豊サテライトオフィス 64 74 93 56 54 66 63 66 71 71 73 64 815

合 計 262 320 355 276 298 293 358 258 300 266 275 346 3,607

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

ひきこもり地域支援センター 49 24 42 39 16 24 67 60 49 51 40 61 522

筑後サテライトオフィス 14 13 13 12 12 12 10 11 12 16 13 15 153

筑豊サテライトオフィス 8 5 8 1 5 4 7 3 10 6 5 9 71

合　計 71 42 63 52 33 40 84 74 71 73 58 85 746

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

ひきこもり地域支援センター 3 5 7 4 5 10 6 5 3 10 5 5 68

筑後サテライトオフィス 13 7 8 11 10 7 11 13 8 3 9 10 110

筑豊サテライトオフィス 7 11 15 14 6 6 16 14 15 15 8 14 141

合　計 23 23 30 29 21 23 33 32 26 28 22 29 319
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(2)相談の内訳 　　 

　①相談者の内訳（実件数）

家族 本人
関係
機関

その他
　※1

不明

電話 315 111 141 30 14

来所 198 56 24 3 0

訪問 39 25 14 0 0
※
2

同行 40 20 102 1 0

オンライン 3 0 0 0 0

計 595 212 281 34 14

※1　内訳：親類、友人、知人等からの相談

※2　複数人の来所や対応により、来所実数と異なる

　②ひきこもり本人の性別（実件数）

電話

来所

訪問

同行

オンライン

計

　③ひきこもり本人の年代（実件数）

18歳未
満

18歳以上
20歳未満 20代 30代 40代

50歳
以上

不明 計

電話 58 23 156 122 104 69 79 611

来所 10 8 81 49 44 15 0 207

訪問 3 2 6 7 11 8 0 37

同行 5 4 17 15 22 13 0 76

オンライン 0 0 2 0 0 0 0 2

計 76 37 262 193 181 105 79 933

不明 計女性男性

2 0 0 2

422 148 41 611

159 48 0 207

163

3

1,136

281

651 241 41 933

20 17 0 37

48 28 0 76

計

611

78

電話

来所

訪問

同行

オンライン

男性 女性 不明

電話

来所

訪問

同行

オンライン

18歳未満 18歳以上

20歳未満

20代 30代 40代 50歳以上 不明

電話

来所

訪問

同行

オンライン

家族 本人 関係

機関

その他

※1

不明
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（１）ひきこもり支援者研修会

【目的】

【対象】

【内容】

【実績】　

　

    【所属別内訳】　

　　　講師：福岡県精神保健福祉センター社会復帰課　

【申込者の内訳】
　  【職種別内訳】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　講師：山口大学大学院医学系研究科保健学専攻　山根俊恵 教授

  ２３4名（オンライン２17名、対面１7名）
  ※ オンライン参加者は、申込者数（欠席の連絡があった者を除く）で集計

　14：00～16：00

　

２　人材育成事業　

  市町村をはじめとした、ひきこもりの相談や訪問支援に対応できる人材を育成するとともに、
支援者としての資質の向上を図る。

　①「福岡県のひきこもり対策について」　

  市町村、自立相談支援機関、社会福祉協議会、地域包括支援センター、保健福祉（環境）事務所、
福祉・労働・教育機関等においてひきこもり支援に関わる者

　②「ひきこもりの家族支援について」　

その他の内訳

・医療職 3% 

・心理職 1% 

・精神保健福祉士 1% 

・その他 1% 

・不明 6% 

(小数点以下第１位を四捨五入しているため、

合計しても必ずしも１００%とはならない)

その他の内訳

・民間支援団体 2%

・発達障害者支援センター 2% 

・基幹相談支援事業所 1% 

・児童相談所 1% 

・その他 3% 

(小数点以下第１位を四捨五入しているため、

合計しても必ずしも１００%とはならない)
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【アンケート結果】
 ＜講演の内容に関して＞                         　　　　      　　   ＜ひきこもり支援歴＞

＜自由記載＞
研修会全体を通しての意見や感想（一部抜粋）

所属 意見や感想

地域包括支援センター
・対象者の家族まで手が回らないことが多いが、家族の支援が大切だと分かった。
・ケアマネとして何が出来るか、考えていきたい。
・高齢者の分野では発達障害を勉強している人が少ないのも課題。

社会福祉協議会
・本人、親への支援を仕掛けて待つ、ということが非常にためになった。
・山根先生の経験に基づいたお話が分かりやすく、説得力があると感じた。

自立相談支援機関

・「行動には意味がある」「苦しいことは言語化できない」ことを改めて心に刻んだ。
・発達障害や不登校の子ども達への対応の大切さが分かった。義務教育終了後や高校中
退後、家にひきこもる可能性もあるので、送迎ができる就労準備支援事業で支援をする
こともある。
・居場所が必要。

保健所
　ひきこもりや暴力などの問題に目を向けるのではなく、その背景にある「悩み」、
「苦しみ」を理解することが大切。

所属 意見や感想

地域包括支援センター

・発達障害の理解が大切と感じた。家庭内で悪循環にならないように早期の支援がある
　とよい。
・正しく病院を受診することも大切と感じた。ひきこもりの知識を得られる機会も増え
　たほうが良い。
・小さいころからの性格や生活はなかなか変わらない。親の良き理解者になりたいと感
　じた。

社会福祉協議会

・認知症は広くサポーターを養成している。ひきこもりも同じようにみんなに知っても
　らうことが大切。
・地域の理解者を増やす。
・家庭に関われる人材が必要。

保健所
・同じ担当が継続して支援できる環境があったらいいと思うが、行政には限界がある。
・医療（訪問看護など）もひきこもりの支援ができると良いと感じた。

その他
・家族や当事者が困ったとき、連絡をしてくれるような存在でありたい。
・家族や支援機関と連携を密にして、焦らず待つ姿勢が大切である。

市町村

・生活保護担当としては、自立を考え就労を目指すがハードルが高いことが分かった。
　スモールステップで進めていこうと思った。
・親ではなく本人の希望を聞いていくこと。親の生活を大切にすること。家族を支援
　すること。

市町村
・事例を用いて支援のあり方について学ぶことができ、分かりやすかった。
・今まで連携のために様々な機関に繋ぐことがあったが、相談者から見るとたらい回し
に感じることがあったことを痛感した。

ひきこもり支援の望ましい在り方について（一部抜粋）

大変役に立った,

60%

役に立っ

た, 32%

どちらでもない, 6%
未記入, 2%

あり, 

44%
なし, 

49%

その他, 1%
未記入, 6%

7



 

（２）サポーター養成事業 

【目的】 

  ひきこもりについての理解を深め、より身近な地域でひきこもりの状態にある本人

やその家族に早期に気づき、見守りや適切な支援につなぐ等の支援が出来る人材を

育成し、地域においてひきこもりに対する理解を促進することを目的とする。 

令和２年度は新型コロナ感染症対策として中止したが、今年度はWEB開催とし、全 

4回で実施した。 

 

【対象者】 

・ひきこもりの経験者やその家族、ひきこもり支援に関心のある方 

・福岡県在住の１８歳以上の方 

・全日程を受講できる方 

   

【内容】全日オンライン研修 13:30～16:30 

【受講者数】  

 18名（全日程受講とならなかった方も含む） 

受講者内訳 参加者数 

家族  ２名 

支援者  ５名 

一般  ３名 

関係機関  ８名 

当事者  ０名 

【令和３年度研修受講による登録者数】 8 名 

【福岡県ひきこもりサポーター登録数】 ２４名 ※令和３年度末現在 

 内容 講師 

第 1回 

（11/2) 

講話「ひきこもりの基本的理解」 精神保健福祉センター医師 

説明「ひきこもり施策について」 こころの健康づくり推進室 

グループディスカッション 

質疑応答・まとめ 

文化教育研究所 

代表 長阿彌 幹生 氏 

第 2回 

(11/16) 

講話「ひきこもりの基本姿勢（その 1：聴く）」 長阿彌幹生 氏 

講話「対話による支援」 一般社団法人メンタルケア協会 

精神対話士 

グループディスカッション 

質疑応答・まとめ 

長阿彌 幹生 氏 

第 3回 

(11/30) 

講話「ひきこもりの基本姿勢 

（その 2：受け止める）」 

 

長阿彌 幹生 氏 

ひきこもり当事者と長阿彌氏 

長阿彌 幹生 氏 

当事者と講師との対談（体験発表） 

グループディスカッション 

質疑応答・まとめ 

第 4回 

(12/14) 

講話「ひきこもりの基本姿勢 

（その 3：支える・つなげる）」 

 

長阿彌 幹生 氏 

グループディスカッション 

質疑応答・4回のまとめ 
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【受講者の感想】 

・WEB 開催は移動時間が削減でき、受講しやすさはあったが、 講師や他の受講者と

会ってお話をしたかった。 

・全４回の講話はゆっくり丁寧に進み、理解しやすかった。研修の回数はちょうど良か

った。 

・当事者の方と講師の対談の聴講はとても貴重な機会になった。WEB でのグループ

討議は、相手の反応が分かりづらさがあった。 

・定期的にフォーアップ講座があれば良いと思う。 

・多くの学びと多くの気付きがあった。 

 

3 ネットワークの構築                                       

（１） ひきこもり支援者等地域ネットワーク会議 

【目的】 

  ひきこもりの長期化や高齢化等を踏まえ、関係機関が連携を図り、支援関係機関の

従事者が支援に必要な知識、技術を習得することで、ひきこもり支援の質の向上を図

る。 

【対象】 

  市町村、地域包括支援センター、自立相談支援機関、若者サポートステーション、基

幹相談支援センター、社会福祉協議会、保健福祉環境事務所等においてひきこもり支

援に関わる職員 

【時間及び会場】 

１３：００～１５：３０ 

各保健福祉（環境）事務所 ※糸島のみオンライン開催 

【内容】 

  ①講話「本県のひきこもり対策について」 

   講師：福岡県保健医療介護部健康増進課こころの健康づくり推進室 

  ②事例検討「地域の困難事例」（市町村等のひきこもり支援者からの事例報告） 

  ※事例検討の司会進行を地域の支援者が務めた。各所の司会進行は以下のとおり。 

保健所 日程 司会進行 事例発表者（所属のみ） 

筑紫 Ｒ3年１１月 1日 久留米大学 門田 光司 教授 筑紫野市地域包括支援センター 

粕屋 Ｒ3年１１月２９日 久留米大学 門田 光司 教授 福岡県ひきこもり地域支援センター 

糸島 Ｒ４年 1月2０日 可也病院 宮﨑 聡 氏 糸島市福祉の総合相談窓口 

宗像・遠賀 Ｒ3年１１月１２日 久留米大学 門田 光司 教授 福津市地域包括支援センター 

嘉穂・鞍手 Ｒ3年１２月９日 
飯塚・嘉麻・桂川障がい者基幹相談

支援センター長 藤嶋 勇治 氏 
筑豊サテライトオフィス 

田川 Ｒ3年１２月１６日 福岡県立大学 四戸 智昭 准教授 田川保健福祉事務所 

京築 Ｒ3年１０月８日 
行橋市生活困窮者自立相談事業所 

西 賢治 氏 
行橋障害者等基幹相談支援センター 

北筑後 Ｒ3年１０月２９日 
うきは市社会福祉協議会 

権藤 俊介 氏 
甘木・秋月地域包括支援センター 

南筑後 Ｒ3年１０月２６日 
八女市社会福祉協議会 

野田 智史 氏 
八女地域包括支援センター   
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【参加者】 

 

【意見交換の主な内容】 

① ひきこもり支援において困難に感じたこと 

・本人に会えない。本人の意向を聞くことが出来ない。困り感がない。（多くの参加者

からの意見） 

・長期のひきこもりの場合、長期に関わっても変化がないので、焦りを感じこれでよい 

のかと悩む。 

・ひきこもりにネガティブなイメージがある。 

・「自分はひきこもりではない」と反発される。 

・家族が本人への支援を望んでいない。家族の中でも意見が違う。 

・家族が焦って本人が追いつめられているように感じたことがあり、家族への支援が   

必要。 

・明らかに精神症状があるが、受診を家族も望んでいない。医療に繋げるための見立

てが難しい。 

 

② ひきこもり支援の中で連携をとるために必要なこと 

・ どこの機関が中心となって動くのか、各機関の役割分担をはっきりとした方が良い。 

・ 情報提供や情報共有を出来る関係性。 

・ 定期的な関係機関間の会議の開催。情報を集約し、優先順位を付ける。 

・ 解決しなくても関わっていける関係作り。困ったときに相談できる関係機関間の関  

係作り。 

・ 支援を依頼されたときに断らない。自分たちの機関で出来ることを考えの押し付け  

合いをしない。 

・ 本人や家族に関する情報収集。 

・ 継続とあきらめない気持ち。本人の心を開くキーパーソンがいると良い。 

 

③ 意見・感想 

・ 関係機関で集まっての研修を今後も行ってほしいと感じた。 

・ グループワークで話しやすかった。様々な機関の色々な意見が聞けて良かった。 

・ 一機関だけの関りは難しいと感じた。 

・ ひきこもりの事例集などあると良いと思った。 

・ 報告された事例の情報が少なく、ひきこもり支援の難しさを感じた。 

参加
者数

市町村
自立相談
支援機関

保健所
社会福祉
協議会

若者ｻﾎﾟｰﾄ
ｽﾃｰｼｮﾝ

基幹相談
支援ｾﾝﾀｰ

地域包括
支援ｾﾝﾀｰ

その他

筑紫 11月1日 17 7 0 1 1 1 1 5 1
粕屋 11月29日 17 7 0 3 3 0 0 4 0
糸島 1月20日 16 4 1 0 1 1 0 5 4 オンライン開催

宗像・遠賀 11月12日 20 6 2 2 1 1 1 7 0
嘉穂・鞍手 12月9日 22 3 4 2 3 0 2 7 1
田川 12月16日 19 2 1 2 2 0 2 7 3
京築 10月8日 27 7 2 3 6 1 3 3 2
北筑後 10月29日 25 8 2 5 0 0 5 4 1
南筑後 10月26日 28 9 3 2 3 0 3 6 2

191 53 15 20 20 4 17 48 14

保健所 日程
（参加者の内訳）

備考

合計
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（２） ひきこもり地域支援センター実務者連絡会議 

【目的】  

 県内のひきこもり地域支援センターの実務者が各センターの取組状況及び課題等に

関する意見及び情報交換を行うことで、各センターの取組の充実を図る。 

【参加者】 

 北九州市、福岡市及び福岡県のひきこもり地域支援センターの担当職員、ひきこもり

支援コーディネーター 

【日時及び場所】 

 令和 3年 6月8日（月）14：00～16：00 オンライン開催 

【内容】 

 コロナ禍における相談支援の取組、オンラインの活用、巡回相談の実施、8050 問題

等についての情報、意見交換 

 

（３）ひきこもり対策連絡調整会議 

【目的】 

 ひきこもりに関する取組について、医療・福祉・教育・労働等の関係者と情報交換及

び意見交換を行うことで、各機関間で恒常的な連携を確保し、ひきこもり対策の充実

を図る。 

【日時及び場所】  

 令和 4年 2月 10日（木）15：00～16：30   

精神保健福祉センター研修室 ※オンラインで開催 

【内容】 

 ① 報告「本県のひきこもり対策について」 

・福岡県ひきこもり地域支援センターの取組について（福岡県精神保健福祉センター） 

・就職氷河期世代活躍支援について（福岡県労働福祉部 労働政策課） 

・自立相談支援機関の取組について（福岡県労働福祉部 保護・援護課） 

・若者自立相談支援窓口の取組（福岡県若者自立相談窓口） 

 ② 意見交換 等 

 

（４）関係会議への出席 

 他機関が実施する会議に出席し、各機関の役割、課題等を情報共有し、地域の関係

者との連携を図った。 

開催日 会議名 主催 

令和3年 7月 2 日  福岡県若者自立支援機関連携会議 福岡若者サポートステーション 

令和 3年 7月 5 日 宗像地域若者自立支援関係機関会議 福岡若者サポートステーション 

令和 3年 11月 18 日 中間・遠賀圏域若者自立支援機関会議 北九州若者サポートステーション 

令和 3年 11月 25日 行橋圏域若者自立支援機関会議 北九州若者サポートステーション 

令和 3年 12月 15 日 筑豊地区若者自立支援機関連携会議 筑豊若者サポートステーション 

令和 4年 3月 25日 福岡県子ども・若者支援地域協議会 

実務者連携会議（筑紫地区） 

青少年育成課 
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４ ひきこもり本人・家族への支援                                 

（１）フリースペース 

【目的】 

 ひきこもり状態にある本人を対象に、家庭以外に安心して過ごせる場所を確保し、 

家族以外の人との関わりや様々な体験ができる場を提供する。 

【開催日時】 

 毎月第2、4水曜日 14：00～16：00 

【実績】 

5 月、6 月、8 月及び 9 月は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止した。新

型コロナウイルス感染症の影響で参加が少ない日もあったが、平均4名程度が参加 

した。昨年度からプログラム（読書会、料理実習、散歩等）を企画し、予定表の作成やホ

ームページへの掲載をしていることや居心地のよい空間づくりの取組が、参加者の増

加につながっていると思われる。 

 

（２）家族のつどい 

【目的】 

 家族がひきこもりに対する正しい知識を学ぶとともに、家族同士の分かち合いの場

を提供する。 

【開催日時】 

毎月第3金曜日 14：00～16：00 

【プログラム内容】 

  開催日 内       容 

4 月 16日 新スタッフの紹介・1年間の計画説明・懇親会 

5月21日 ＊中止（講話予定：ひきこもりの基礎知識・社会資源について） 

6 月 25日 講話：ひきこもりの基礎知識・社会資源について 

7月 16日 医師講話：ひきこもりの基礎知識と対応について 

8月20日 ひきこもり対応のヒント(1)～声のかけ方・会話のポイント 

9 月 17日 九州大学病院 加藤隆弘先生による講話（10時～12時） 

10 月 15日 九州大学病院 加藤隆弘先生による講話 ※13時～15時 

11 月 19日 ひきこもり対応のヒント～声のかけ方・会話のポイント 

12月 17日 当事者からのメッセージ 

1月 21日 ひきこもり対応のヒント（２）～KHJ『楠の会』吉村氏を囲んで～ 

2月 18日 ひきこもり対応のヒント（３） 

3 月 18日 「ひきこもり状態の方のご家族が一歩ずつ前に進むためにできること」  

山口大学大学院 山根 俊恵 教授による講話 

 4 月 
5

月 
6 月 7 月 

8

月 

9

月 
10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月   

週 
第

2 

第

4 

中

止 

第

2 

第

4 

第

2 

第

4 

中

止 

中

止 

第

2 

第

4 

第

2 

第

4 

第

2 

第

4 

第

2 

第

4 

第

2 

第

4 

第

2 

第

4 
計 

男性 3 1 
  

2 1 2 
  

1 4 2 5 4 3 4 4 4 4 3 2 49 

女性 2 2 2 1 2 2 2 1 1 1 2 0 1 1 1 0 2 23 

計 5 3 0 0 4 2 4 0 0 3 6 3 6 5 5 4 5 5 5 3 4 72 
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【実績】 

5 月、8 月及び 9 月は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止した。つどいの

前半は「対応や知識を学ぶ時間」、後半は「参加者のフリートーク」という形式で実施し

た。 

 10 月及び3月の外部講師を招いた勉強会は関心も高く参加者が多くなった。 

希望があればサテライトオフィスとオンラインでつなぎサテライトオフィスからも参加

できるようにしている

【参加者の背景】 

参加者66名（51家族）の内訳 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

母. 43名

父. 18名

妹. 2名

（１） 参加者と本人の続柄

2名

1名

11名

31名

17名

1名

30代

40代

50代

60代

70代

80代

（３） 参加者（家族）の年代

月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

参

加

家

族 

10 

  

14 13 

    

30 16 12 13 7 19 134 

人

数 
12 16 16 37 18 14 17 8 30 168 

 

男性,

41名

女性,

10名

（４） 本人の性別

新規. 

前年度か

らの継続. 

28名

（２）参加の経路
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【参加者アンケートから一部抜粋】 

・同じ悩みを持つ親同士が集まる時間は必要だなと思いました。 

・他のご家族の話を聞き、色々と考える機会となりました。 

・自分自身に少し心のゆとりが出来たように思います。 

 ・今までは、過去のことばかり思い出して悲しんでいましたが、これからは、今できる   

ことを考えて行動していこうと思いました。 

・子どもと向き合いたいが、私の一言が余計にひきこもらせることにならないかと心 

配で言葉がかけられない。 

・親は子どものことを分かっているつもりでも、実は分かっていない部分がいっぱい 

あるのだと気づきました。 

・良い声かけには、練習が大事だと気づいた。忘れてしまうので、また声かけの練習  

 をして欲しい。 

・本人が安心できる場所を大切にしてあげたいと思います。 

 

 5 情報発信                                                             

ひきこもりに関する情報発信を行い、関係機関や地域住民等への情報発信を行った。 

 

（１）ひきこもりを理解するためのチラシを新たに作成し、関係機関に配架依頼する

等広く周知した。 

 

（２）事業報告書を作成し、関係機関に配布した。 

  

（３）ひきこもりサポーターの活動促進のため、サポーター事業についてのメッセー 

ジ動画を作成し、ホームページや配布資料等に QR コードを掲載し、視聴啓発を行 

った。（下記が動画のQRコード） 

 

① ひきこもりサポーターの活動 

     

② ひきこもりサポーターからメッセージ 

     

③ 福岡県の取組・支援スタッフの紹介 

     

 

 

 

 

 

14



 

6 普及啓発                                                             

 他機関からの依頼に応じて、ひきこもり地域支援センターの役割等についての講話

等を実施し、普及啓発を行った。 

 

日付 対象機関 内容等 参加者数 

10 月 13 日 大川市民生児童委員協議会 民生部会研修会 講話、事例紹介 21 名 

10 月 14 日 大木町介護支援専門員連絡会 講話、事例の紹介 26 名 

10 月 14 日 糸島市地域包括支援センター・社会福祉部会 講話、事例紹介 40 名 

12 月 14 日 篠栗町民生児童委員協議会 講話、事例紹介 37 名 

令和４年 

1 月 29 日 
築上町住民福祉講座 講話、事例紹介 14 名 
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計

病気

不登校

その他
不明
計

不登校

病気
その他

不明
計



 

 

 

 

資料１ 

 令和 3年度 福岡県ひきこもり地域支援センターの相談状況 

 

資料２ 

 福岡県ひきこもり地域支援センターの過去１０年間の相談状況 

 

資料３ 

 各事業のチラシ 

 

Ⅳ 参考資料 
①  
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計

病気

不登校

その他
不明
計

不登校

病気
その他

不明
計



資料1

令和3年度　福岡県ひきこもり支援センター相談状況

Ⅰ　　実績 ： 令和3年4月～令和4年3月
                  ひきこもり地域支援センター、筑豊及び筑後サテライトオフィス

Ⅰ－１　相談件数　　 　　（延件数（実件数））

延件数 実件数 延件数 実件数 延件数 実件数 延件数 実件数 延件数 実件数 延件数 実件数

件数 3,607 611 8 2 746 207 141 37 178 76 4,680 933

Ⅰ－２　本人について

（１）性別 （実件数）

電話 オンライン 来所 訪問 同行 計

422 2 159 20 48 651

148 0 48 17 28 241

41 0 0 0 0 41

611 2 207 37 76 933

（２）年代 （実件数）

電話 オンライン 来所 訪問 同行 計

58 0 10 3 5 76

23 0 8 2 4 37

156 2 81 6 17 262

122 0 49 7 15 193

104 0 44 11 22 181

69 0 15 8 13 105

79 0 0 0 0 79

611 2 207 37 76 933

（３）ひきこもりの範囲 （実件数）

電話 オンライン 来所 訪問 同行 計

24 0 10 3 7 44

103 0 37 17 16 173

94 1 50 11 19 175

36 1 23 3 7 70

135 0 77 2 19 233

219 0 10 1 8 238

611 2 207 37 76 933計

①　自室からほとんど出ない

②　自室からは出るが、家からは出ない

③　近所のコンビニなどには出かける

④　自分の趣味に関する用事のときだけ外出する

⑤　①～④までのいずれにも該当しない

⑥　不明（聴取不可）

　40歳代

　50歳以上

　不明

計

同行

　20歳代

　30歳代

　18歳未満

　18歳以上～20歳未満

男　性

女　性

不　明

計

電話 オンライン 来所 訪問 計
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Ⅰ－３　相談人数

延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数 延人数 実人数

家族 1,378 315 12 3 566 198 114 39 88 40 2,158 595

本人 782 111 3 0 321 56 128 25 63 20 1,297 212

関係機関 1,391 141 0 0 56 24 54 14 216 102 1,717 281

その他※２ 44 30 0 0 4 3 0 0 1 1 49 34

不明 17 14 0 0 0 0 0 0 0 0 17 14

計 3,612 611 15 3 947 281 296 78 368 163 5,223 1,133

※１　複数人の来所により、来所実数と異なる

※２　その他内訳：親類、友人、知人等からの相談

Ⅰ－４　相談内容

（１）電話相談　 　（延件数／複数回答）

家族 本人 関係機関 その他※１ 不明

211 31 68 17 2

59 129 2 6 1

78 45 25 4 0

44 22 10 2 0

56 52 67 3 0

15 0 9 1 0

3 15 0 1 1

132 63 23 11 0

25 11 3 3 0

74 47 44 9 1

324 135 396 16 14

593 447 143 8 0

322 164 184 4 0

26 5 644 1 0

220 31 6 0 0

2,182 1,197 1,624 86 19

※１その他内訳：親類、友人、知人等からの相談

（２）来所相談　 　（延件数／複数回答）

家族 本人 関係機関 その他※１ 不明

212 23 6 1 0
73 82 0 0 0

126 91 2 1 0
31 8 0 0 0
73 99 4 1 0
10 4 0 0 0
18 25 0 0 0

117 61 2 1 0
27 12 0 0 0
45 43 3 0 0
4 1 0 0 0

171 173 10 0 0
3 0 0 0 0
0 1 13 0 0

142 72 0 0 0
3 6 0 0 0

1,055 701 40 4 0
※１その他内訳：親類、友人、知人等からの相談
※２：家族のつどい、フリースペース

　その他
計

　問い合わせ
　現状報告
　予約受付
　事例に係る業務連絡
　センター事業　※２

　対応方法について
　精神的な悩み全般
　将来（今後）について
　精神疾患等の病気について

　社会資源紹介

　就労について
　就学について
　対人関係について
　家族関係について
　経済問題について

　予約受付

　事例に係る業務連絡

　その他

計

　家族関係について

　経済問題について

　社会資源紹介

　問い合わせ

　現状報告

　将来（今後）について

　精神疾患等の病気について

　就労について

　就学について

　対人関係について

計

　対応方法について

　精神的な悩み全般

合計

電話 オンライン 来所 ※１ 訪問 同行

329

197

152

78

178

25

20

229

42

175

885

1,191

674

676

257

5,108

242
155
220
39

合計

177
14
43

181
39

214
9

1,800

91
5

354
3

14
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Ⅰ－５　年代別居住地

（１）電話相談　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（実件数）

本人住所
18歳
未満

18歳
以上

20代 30代 40代
50代
以上

不明 合計

北九州市 0 0 2 1 0 1 2 6
福岡市 8 4 18 12 12 7 19 80
久留米市 9 7 15 9 16 6 5 67
筑紫野市 2 0 5 7 3 5 1 23
春日市 5 1 7 12 3 6 2 36
大野城市 1 0 9 7 5 3 3 28
那珂川市 0 0 5 0 1 2 0 8
太宰府市 0 0 6 5 3 2 2 18
築上町 0 0 1 0 0 0 0 1
行橋市 0 0 3 2 2 0 1 8
苅田町 2 0 2 1 1 1 1 8
みやこ町 0 0 0 0 0 0 0 0
豊前市 0 0 1 1 1 1 0 4
吉富町 0 0 1 0 0 0 0 1
上毛町 0 0 0 0 0 0 1 1
鞍手町 0 0 0 0 1 0 0 1
直方市 0 0 0 3 1 2 0 6
嘉麻市 1 0 3 0 0 2 1 7
飯塚市 3 1 6 3 3 5 0 21
宮若市 2 1 1 2 1 0 0 7
小竹町 0 0 0 0 0 0 0 0
桂川町 2 0 0 0 2 0 1 5

糸島市 糸島市 0 0 3 3 2 1 1 10
志免町 3 0 0 2 0 1 0 6
宇美町 0 0 3 2 2 1 0 8
須恵町 0 0 3 3 0 0 0 6
新宮町 0 0 0 3 0 0 0 3
粕屋町 0 0 4 1 0 1 1 7
古賀市 0 0 1 2 2 0 0 5
久山町 0 0 0 0 0 1 0 1
篠栗町 1 0 1 0 0 0 0 2
福津市 0 0 4 1 0 1 0 6
岡垣町 0 0 0 0 0 1 1 2
宗像市 0 0 0 2 1 2 0 5
中間市 0 0 0 0 1 0 0 1
芦屋町 0 0 0 1 1 0 0 2
水巻町 0 0 0 0 0 0 0 0
遠賀町 1 0 1 1 0 0 1 4
田川市 1 0 3 4 4 2 0 14
香春町 0 0 0 0 3 0 1 4
福智町 2 1 0 0 0 0 0 3
糸田町 0 0 0 1 1 3 0 5
赤村 0 0 0 0 0 0 0 0
大任町 0 0 0 0 0 0 0 0
川崎町 1 0 1 2 0 0 0 4
添田町 0 0 0 0 2 0 0 2
朝倉市 0 0 2 3 0 1 0 6
筑前町 1 0 2 0 3 0 1 7
東峰村 0 0 0 1 0 0 0 1
うきは市 0 0 0 1 1 0 1 3
大刀洗町 0 0 0 0 0 0 0 0
小郡市 0 2 11 6 0 3 0 22
柳川市 0 1 5 1 1 0 2 10
八女市 2 0 4 2 4 0 0 12
みやま市 0 0 7 0 5 1 1 14
大川市 0 0 2 3 2 0 0 7
筑後市 0 0 3 2 3 0 1 9
広川町 1 0 0 1 0 0 0 2
大木町 0 0 1 1 2 0 0 4
大牟田市 0 1 4 3 5 3 2 18
他県 2 1 6 2 1 0 2 14
不明 8 3 0 3 3 4 25 46

58 23 156 122 104 69 79 611

政令都市等

筑紫

京築

嘉穂・鞍手

粕屋

合計

宗像・遠賀

田川

北筑後

南筑後

その他
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（２）オンライン相談　　　 　（実件数）

本人住所
18歳
未満

18歳
以上

20代 30代 40代
50代
以上

不明 合計

北九州市 0 0 0 0 0 0 0 0
福岡市 0 0 0 0 0 0 0 0
久留米市 0 0 0 0 0 0 0 0
筑紫野市 0 0 0 0 0 0 0 0
春日市 0 0 1 0 0 0 0 1
大野城市 0 0 0 0 0 0 0 0
那珂川市 0 0 0 0 0 0 0 0
太宰府市 0 0 0 0 0 0 0 0
築上町 0 0 0 0 0 0 0 0
行橋市 0 0 0 0 0 0 0 0
苅田町 0 0 0 0 0 0 0 0
みやこ町 0 0 0 0 0 0 0 0
豊前市 0 0 0 0 0 0 0 0
吉富町 0 0 0 0 0 0 0 0
上毛町 0 0 0 0 0 0 0 0
鞍手町 0 0 0 0 0 0 0 0
直方市 0 0 0 0 0 0 0 0
嘉麻市 0 0 0 0 0 0 0 0
飯塚市 0 0 0 0 0 0 0 0
宮若市 0 0 0 0 0 0 0 0
小竹町 0 0 0 0 0 0 0 0
桂川町 0 0 0 0 0 0 0 0

糸島市 糸島市 0 0 1 0 0 0 0 1
志免町 0 0 0 0 0 0 0 0
宇美町 0 0 0 0 0 0 0 0
須恵町 0 0 0 0 0 0 0 0
新宮町 0 0 0 0 0 0 0 0
粕屋町 0 0 0 0 0 0 0 0
古賀市 0 0 0 0 0 0 0 0
久山町 0 0 0 0 0 0 0 0
篠栗町 0 0 0 0 0 0 0 0
福津市 0 0 0 0 0 0 0 0
岡垣町 0 0 0 0 0 0 0 0
宗像市 0 0 0 0 0 0 0 0
中間市 0 0 0 0 0 0 0 0
芦屋町 0 0 0 0 0 0 0 0
水巻町 0 0 0 0 0 0 0 0
遠賀町 0 0 0 0 0 0 0 0
田川市 0 0 0 0 0 0 0 0
香春町 0 0 0 0 0 0 0 0
福智町 0 0 0 0 0 0 0 0
糸田町 0 0 0 0 0 0 0 0
赤村 0 0 0 0 0 0 0 0
大任町 0 0 0 0 0 0 0 0
川崎町 0 0 0 0 0 0 0 0
添田町 0 0 0 0 0 0 0 0
朝倉市 0 0 0 0 0 0 0 0
筑前町 0 0 0 0 0 0 0 0
東峰村 0 0 0 0 0 0 0 0
うきは市 0 0 0 0 0 0 0 0
大刀洗町 0 0 0 0 0 0 0 0
小郡市 0 0 0 0 0 0 0 0
柳川市 0 0 0 0 0 0 0 0
八女市 0 0 0 0 0 0 0 0
みやま市 0 0 0 0 0 0 0 0
大川市 0 0 0 0 0 0 0 0
筑後市 0 0 0 0 0 0 0 0
広川町 0 0 0 0 0 0 0 0
大木町 0 0 0 0 0 0 0 0
大牟田市 0 0 0 0 0 0 0 0
他県 0 0 0 0 0 0 0 0
不明 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 2 0 0 0 0 2合計

政令都市等

筑紫

京築

嘉穂・鞍手

粕屋

宗像・遠賀

田川

北筑後

南筑後

その他
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（３）来所相談　　 （実件数）

本人住所
18歳
未満

18歳
以上

20代 30代 40代
50代
以上

不明 合計

北九州市 0 0 0 0 0 0 0 0
福岡市 0 1 1 1 1 0 0 4
久留米市 2 1 9 3 6 1 0 22
筑紫野市 0 0 3 3 3 2 0 11
春日市 3 1 9 6 0 1 0 20
大野城市 0 0 5 3 4 0 0 12
那珂川市 0 0 3 0 1 1 0 5
太宰府市 0 0 4 3 3 0 0 10
築上町 0 0 0 0 1 0 0 1
行橋市 0 0 1 1 1 0 0 3
苅田町 0 0 2 0 0 0 0 2
みやこ町 0 0 0 0 0 0 0 0
豊前市 0 0 0 0 0 0 0 0
吉富町 0 0 0 0 0 0 0 0
上毛町 0 0 0 0 0 0 0 0
鞍手町 0 0 0 0 0 0 0 0
直方市 0 0 0 0 0 0 0 0
嘉麻市 0 0 2 0 0 0 0 2
飯塚市 1 1 4 1 1 2 0 10
宮若市 0 1 1 1 0 0 0 3
小竹町 0 0 0 0 0 0 0 0
桂川町 2 0 0 0 2 0 0 4

糸島市 糸島市 0 0 2 3 0 1 0 6
志免町 0 0 0 1 0 1 0 2
宇美町 0 0 1 1 2 1 0 5
須恵町 0 0 1 1 0 0 0 2
新宮町 0 0 0 2 0 0 0 2
粕屋町 0 0 2 1 0 0 0 3
古賀市 0 0 1 0 0 0 0 1
久山町 0 0 0 0 0 0 0 0
篠栗町 0 0 1 0 0 0 0 1
福津市 0 0 2 1 0 0 0 3
岡垣町 0 0 0 0 0 0 0 0
宗像市 0 0 0 0 1 1 0 2
中間市 0 0 0 0 0 0 0 0
芦屋町 0 0 0 1 0 0 0 1
水巻町 0 0 0 0 0 0 0 0
遠賀町 0 0 0 1 0 0 0 1
田川市 0 0 2 1 4 1 0 8
香春町 0 0 0 0 3 0 0 3
福智町 1 1 0 0 0 0 0 2
糸田町 0 0 0 1 1 1 0 3
赤村 0 0 0 0 0 0 0 0
大任町 0 0 0 0 0 0 0 0
川崎町 0 0 1 1 0 0 0 2
添田町 0 0 0 0 0 0 0 0
朝倉市 0 0 2 1 0 0 0 3
筑前町 0 0 0 0 1 0 0 1
東峰村 0 0 0 0 0 0 0 0
うきは市 0 0 0 0 0 0 0 0
大刀洗町 0 0 0 0 0 0 0 0
小郡市 0 1 6 4 0 2 0 13
柳川市 0 0 4 1 1 0 0 6
八女市 0 0 1 1 1 0 0 3
みやま市 0 0 2 0 1 0 0 3
大川市 0 0 1 0 1 0 0 2
筑後市 0 0 2 1 1 0 0 4
広川町 1 0 0 1 0 0 0 2
大木町 0 0 1 1 1 0 0 3
大牟田市 0 1 1 0 2 0 0 4
他県 0 0 4 2 1 0 0 7
不明 0 0 0 0 0 0 0 0

10 8 81 49 44 15 0 207合計

政令都市等

筑紫

京築

嘉穂・鞍手

粕屋

宗像・遠賀

田川

北筑後

南筑後

その他
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（４）訪問相談　 （実件数）

本人住所
18歳
未満

18歳
以上

20代 30代 40代
50代
以上

不明 合計

北九州市 0 0 0 0 0 0 0 0
福岡市 0 0 0 0 0 0 0 0
久留米市 1 0 2 0 1 1 0 5
筑紫野市 0 0 0 1 1 0 0 2
春日市 0 0 0 0 0 1 0 1
大野城市 0 0 0 0 0 0 0 0
那珂川市 0 0 0 0 0 0 0 0
太宰府市 0 0 0 0 1 0 0 1
築上町 0 0 1 0 0 0 0 1
行橋市 0 0 0 1 0 0 0 1
苅田町 0 0 0 0 0 0 0 0
みやこ町 0 0 0 0 0 0 0 0
豊前市 0 0 0 1 1 0 0 2
吉富町 0 0 0 0 0 0 0 0
上毛町 0 0 0 0 0 0 0 0
鞍手町 0 0 0 0 0 0 0 0
直方市 0 0 0 0 1 1 0 2
嘉麻市 0 0 0 0 0 1 0 1
飯塚市 1 0 1 1 0 0 0 3
宮若市 0 1 1 1 0 0 0 3
小竹町 0 0 0 0 0 0 0 0
桂川町 1 0 0 0 1 0 0 2

糸島市 糸島市 0 0 0 0 0 0 0 0
志免町 0 0 0 0 0 1 0 1
宇美町 0 0 0 0 0 0 0 0
須恵町 0 0 0 0 0 0 0 0
新宮町 0 0 0 0 0 0 0 0
粕屋町 0 0 0 0 0 0 0 0
古賀市 0 0 0 0 1 0 0 1
久山町 0 0 0 0 0 0 0 0
篠栗町 0 0 0 0 0 0 0 0
福津市 0 0 0 1 0 0 0 1
岡垣町 0 0 0 0 0 0 0 0
宗像市 0 0 0 0 0 0 0 0
中間市 0 0 0 0 0 0 0 0
芦屋町 0 0 0 0 0 0 0 0
水巻町 0 0 0 0 0 0 0 0
遠賀町 0 0 0 0 0 0 0 0
田川市 0 0 0 0 1 1 0 2
香春町 0 0 0 0 0 0 0 0
福智町 0 0 0 0 0 0 0 0
糸田町 0 0 0 0 0 0 0 0
赤村 0 0 0 0 0 0 0 0
大任町 0 0 0 0 0 0 0 0
川崎町 0 0 0 1 0 0 0 1
添田町 0 0 0 0 0 0 0 0
朝倉市 0 0 0 0 0 0 0 0
筑前町 0 0 0 0 0 0 0 0
東峰村 0 0 0 0 0 0 0 0
うきは市 0 0 0 0 0 0 0 0
大刀洗町 0 0 0 0 0 0 0 0
小郡市 0 0 0 0 0 2 0 2
柳川市 0 0 1 0 0 0 0 1
八女市 0 0 0 0 0 0 0 0
みやま市 0 0 0 0 2 0 0 2
大川市 0 0 0 0 0 0 0 0
筑後市 0 0 0 0 0 0 0 0
広川町 0 0 0 0 0 0 0 0
大木町 0 0 0 0 0 0 0 0
大牟田市 0 1 0 0 1 0 0 2
他県 0 0 0 0 0 0 0 0
不明 0 0 0 0 0 0 0 0

3 2 6 7 11 8 0 37合計

政令都市等

筑紫

京築

嘉穂・鞍手

粕屋

宗像・遠賀

田川

北筑後

南筑後

その他
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（５）同行支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（実件数）

本人住所
18歳
未満

18歳
以上

20代 30代 40代
50代
以上

不明 合計

北九州市 0 0 0 0 0 0 0 0
福岡市 0 0 0 0 0 0 0 0
久留米市 1 1 4 2 2 1 0 11
筑紫野市 0 0 0 0 1 0 0 1
春日市 0 0 1 0 0 1 0 2
大野城市 0 0 0 0 0 0 0 0
那珂川市 0 0 1 0 0 3 0 4
太宰府市 0 0 0 0 0 0 0 0
築上町 0 0 1 0 0 0 0 1
行橋市 0 0 0 1 1 0 0 2
苅田町 0 0 0 0 0 1 0 1
みやこ町 0 0 0 0 0 0 0 0
豊前市 0 0 0 1 0 0 0 1
吉富町 0 0 0 0 0 0 0 0
上毛町 0 0 0 0 0 0 0 0
鞍手町 0 0 0 0 0 0 0 0
直方市 0 0 0 0 0 1 0 1
嘉麻市 0 0 0 0 0 0 0 0
飯塚市 0 0 1 0 0 0 0 1
宮若市 2 1 0 0 1 0 0 4
小竹町 0 0 0 0 0 0 0 0
桂川町 2 0 0 0 1 0 0 3

糸島市 糸島市 0 0 0 0 0 0 0 0
志免町 0 0 0 0 0 0 0 0
宇美町 0 0 1 0 0 0 0 1
須恵町 0 0 0 0 0 0 0 0
新宮町 0 0 0 0 0 0 0 0
粕屋町 0 0 0 0 0 0 0 0
古賀市 0 0 0 0 0 0 0 0
久山町 0 0 0 0 0 0 0 0
篠栗町 0 0 0 0 0 0 0 0
福津市 0 0 0 3 0 1 0 4
岡垣町 0 0 0 0 0 0 0 0
宗像市 0 0 0 0 0 0 0 0
中間市 0 0 0 0 0 0 0 0
芦屋町 0 0 0 0 0 0 0 0
水巻町 0 0 0 0 0 0 0 0
遠賀町 0 0 0 1 0 0 0 1
田川市 0 0 1 0 4 3 0 8
香春町 0 0 0 0 1 0 0 1
福智町 0 1 0 0 0 0 0 1
糸田町 0 0 0 1 0 1 0 2
赤村 0 0 0 0 0 0 0 0
大任町 0 0 0 0 0 0 0 0
川崎町 0 0 0 0 0 0 0 0
添田町 0 0 0 0 0 0 0 0
朝倉市 0 0 1 1 0 0 0 2
筑前町 0 0 1 0 1 0 0 2
東峰村 0 0 0 0 0 0 0 0
うきは市 0 0 0 0 1 0 0 1
大刀洗町 0 0 0 0 0 0 0 0
小郡市 0 1 0 2 0 1 0 4
柳川市 0 0 1 0 0 0 0 1
八女市 0 0 1 0 0 0 0 1
みやま市 0 0 0 0 3 0 0 3
大川市 0 0 2 0 4 0 0 6
筑後市 0 0 0 2 0 0 0 2
広川町 0 0 0 1 0 0 0 1
大木町 0 0 1 0 1 0 0 2
大牟田市 0 0 0 0 1 0 0 1
他県 0 0 0 0 0 0 0 0
不明 0 0 0 0 0 0 0 0

5 4 17 15 22 13 0 76合計

政令都市等

筑紫

京築

嘉穂・鞍手

粕屋

宗像・遠賀

田川

北筑後

南筑後

その他
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Ⅱ　ひきこもり相談の本人状況（令和３年４月～令和４年３月）

１　本人について

（１）ひきこもり始めた年代　 （実件数）
電話 オンライン 来所 訪問 同行 合計

18歳未満 99 1 37 7 18 162

18歳以上 35 0 24 4 9 72

20代 158 1 90 11 26 286

30代 63 0 29 6 7 105

40代 29 0 18 7 10 64

50歳以上 15 0 3 1 0 19

不明 212 0 6 1 6 225

合計 611 2 207 37 76 933

（２）ひきこもっている期間　　　　　　　　　　　   　　　　　 （実件数）
電話 オンライン 来所 訪問 同行 合計

6か月未満 33 0 11 0 3 47

6か月～1年未満 30 0 15 6 4 55

1年～3年未満 97 1 59 8 11 176

3年～5年未満 52 0 26 3 7 88

5年～7年未満 40 0 21 4 6 71

7年～10年未満 29 1 18 1 11 60

10年以上 127 0 50 14 28 219

不明 203 0 7 1 6 217

合計 611 2 207 37 76 933

（３）最終学歴　　　 （実件数）
電話 オンライン 来所 訪問 同行 合計

中学在学中 20 0 1 1 1 23

中学卒業 25 0 9 1 5 40

高校在学中 37 0 12 2 6 57

高校卒業 63 0 37 6 13 119

高校中退 36 1 21 5 8 71

短期大学在学中 1 0 1 0 0 2

短期大学卒業 8 0 7 2 1 18

短期大学中退 1 0 0 1 1 3

大学在学中 6 0 5 0 0 11

大学卒業 65 1 45 7 14 132

大学中退 32 0 20 2 4 58

大学院在学中 4 0 1 0 0 5

大学院卒業 8 0 0 0 0 8

大学院中退 4 0 1 0 0 5

専門学校在学中 3 0 2 0 1 6

専門学校卒業 38 0 26 7 10 81

専門学校中退 15 0 9 3 5 32

その他 3 0 0 0 0 3

不明 242 0 10 0 7 259

合計 611 2 207 37 76 933
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（４）ひきこもりのきっかけ　 （実件数）

電話 オンライン 来所 訪問 同行 合計

68 0 41 7 9 125

64 0 9 2 7 82

22 0 17 5 4 48

87 1 43 4 14 149

30 0 18 6 9 63

11 0 11 0 2 24

11 0 1 3 3 18

47 1 22 2 5 77

271 0 45 8 23 347

611 2 207 37 76 933

（５）援助方針とひきこもりの要因 （実件数）

来所 オンライン 訪問 同行

第１群 19 0 3 8

第２群 16 0 3 8

第３群 29 1 2 5

143 1 29 55

207 2 37 76

（６）来所者の診断別件数 （実件数）

来所 オンライン 訪問 同行

統合失調症 4 0 1 2

気分障害 10 0 3 4

不安障害 11 1 1 3

広汎性発達障害 16 0 2 6

精神遅滞等 1 0 1 2

パーソナリティ障害 0 0 0 1

身体表現性障害 0 0 0 0

その他 12 1 2 2

153 0 27 56

0 0 0 0

153 0 27 56

207 2 37 76

合 計

不明

職場になじめなかった

病気

就職活動がうまくいかなかった

不登校

人間関係がうまくいかなかった

大学になじめなかった

受験に失敗した

その他

合　　計

診断なし

不明

小 計

合 計

不明

診断あり

一般的な精神科医療の対象となる群。
薬物療法などの生物学的治療が必要とされる
ケース

何らかの発達障害を認め、発達臨床や発達支
援の観点が必要になるケース

主診断や副診断のいずれかにパーソナリティ障
害（傾向）が含まれ、個人精神療法や集団療
法、心理社会的支援が中心となるケース
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 ２　相談経路　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（実件数／複数回答）

電話 オンライン 来所 訪問 同行

保健福祉環境事務所、保健所 10 0 4 4 2

33 0 19 8 9

36 0 8 3 17

13 0 2 1 1

0 0 0 0 0

3 0 3 0 0

3 0 1 0 0

0 0 0 0 0

11 0 5 1 0

16 0 7 2 5

10 0 3 1 2

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

12 0 5 2 1

チラシ・リーフレット 32 0 15 4 5

23 0 16 2 5

72 0 44 5 14

96 2 54 4 9

43 0 22 4 8

213 0 11 0 3

626 2 219 41 81

３　連携及び、紹介機関 　（実件数／複数回答）

電話 オンライン 来所 訪問 同行

11 0 1 3 8

19 0 8 0 3

27 0 3 1 4

47 0 3 2 5

0 0 0 0 0

6 0 0 0 0

2 0 0 0 0

94 0 10 5 30

12 0 2 0 4

15 0 0 1 3

5 0 0 0 7

18 0 1 0 5

22 0 10 0 7

3 0 0 0 0

2 0 1 0 2

10 0 0 0 6

13 0 0 0 2

1 0 0 0 0

11 0 3 1 0

82 0 13 4 12

400 0 55 17 98

4　転帰 （実件数）

総数

1

204

2関係機関に紹介

医療機関

臨床心理センター

発達障がい者支援センター

児童相談所

自立相談支援機関

社会福祉協議会

地域包括支援センター

福祉事務所（民生委員）

自立相談支援機関以外の市町村窓口

初回終了

センターにて継続

民間支援団体

その他

合 計

若者サポートステーション

保健福祉環境事務所、保健所

臨床心理センター

社会福祉関係

司法警察関係

学校教育関係

司法・警察

医療機関

精神保健福祉センター

他自治体ひきこもりセンター

その他

障害者就業・生活支援センター

ハローワーク

その他の就労支援機関

精神保健福祉センター

他自治体ひきこもりセンター

ひきこもり民間支援団体

不明

合　　計

新聞・ラジオ・テレビ

家族・友人に勧められて

当センター

訪問看護

児童相談所

市町村・行政関係

労働行政関係

学校教育関係

ホームページ
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資料2

（平成24年４月～令和4年3月）

＜相談実件数の推移＞

＜相談延件数の推移＞

≪参考≫全国のひきこもり地域支援センターの状況

〈ひきこもり支援に関する状況調べ（平成30年度）より〉

   福岡県ひきこもり地域支援センター　過去１０年の相談状況

電話 来所 訪問 オンライン

電話 来所 訪問 オンライン

H24年

度

H25年

度

H26年

度

H27年

度

H28年

度

H29年

度

H30年

度

R元年

度

相談実人数 34,312 54,470 69,701 83,211 90,794102,412104,712116,092

＜相談実人数の推移＞

電話
42%

メール, 6%

来所
40%

訪問等, 12%

＜相談方法の割合(R元年度）＞

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度

電話 339 291 344 398 355 310 340 554 560 611

来所 120 98 91 73 81 107 110 127 167 207

訪問 12 7 8 37 15 10 20 16 37 113

オンライン 2 2

合計 471 396 443 508 451 427 470 697 766 933

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度

電話 866 725 787 822 453 943 1,112 1,329 2,175 3,607

来所 426 547 448 265 104 309 374 400 472 746

訪問 26 11 16 45 21 21 47 31 72 319

オンライン 2 8

合計 1,318 1,283 1,251 1,132 578 1,273 1,533 1,760 2,721 4,680
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２　居住地別の相談状況

福岡地域

福岡市、
筑紫、粕屋、宗
像・遠賀、糸島

2,125 50.7%

筑豊地域

北九州市
嘉穂・鞍手、
田川、京築

386 9.2%

筑後地域

北筑後
南筑後

761 18.2%

他県・不明 917 21.9%

合計 4,189

福岡地域

福岡市、
筑紫、粕屋、宗
像・遠賀、糸島

782 64.4%

筑豊地域

北九州市
嘉穂・鞍手、
田川、京築

106 8.7%

筑後地域

北筑後
南筑後

308 25.3%

他県・不明 19 1.6%
合計 1,215

＜電話相談　地区別推移＞（実件数） ＜来所相談　地区別推移＞（実件数）

　令和元年度までは福岡地域での電話相談が5割、来所相談が7割程度あったが、昨年、
筑豊・筑後サテライトオフィスを開設したことで、福岡地域以外の相談件数が伸びてきて
いる。

地域別相談実件数割合

地域別相談実件数割合

78
713

208
21

859
279

195
79

151
83

284
248

74
108

809

2%
17%

5%
1%

21%
7%

5%
2%

4%
2%

7%
6%

2%
3%

19%

北九州市

久留米市

筑紫

宗像・遠賀

田川

南筑後

他県

＜H24～R3年度 居住地別 電話相談実件数＞

4
76
69

6
474

132
62

38

47
41

146
87

14
15
4

0.3%
6.3%

5.7%
0.5% 39.0%

10.9%
5.1%

3.1%

3.9%
3.4%

12.0%
7.2%

1.2%
1.2%

0.3%

北九州市
福岡市

久留米市
大牟田市

筑紫
粕屋

宗像・遠賀
糸島

嘉穂・鞍手
田川

北筑後
南筑後

京築
他県
不明

＜H24～R3年度 居住地別 来所相談実件数＞

福岡地域 筑豊地域 筑後地域 他県・不明

H24～30年度

合計
R元年度 R2年度 R3年度

H24～30年度

合計
R元年度 R2年度 R3年度

福岡地域 1,187 346 331 261 511 109 71 85

筑豊地域 151 49 78 108 29 5 29 43

筑後地域 321 112 146 182 130 20 92 66

他県・不明 718 83 56 60 10 0 2 7
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３　相談者別の推移

家族
本人

不明

4　ひきこもり当事者の居住地別の相談状況

　相談者別に見ると、家族からの相談が半数以上を占めている。本人からは2割程度である。令
和２年度以降は、関係機関からの相談が増加している。

　ひきこもり当事者は、男性が7割を占め、年代別に見ると20代が最も多く（28.1％）、次いで
30代（19.7％）となっている。

男性

70%

女性

26%

不明 4%

＜H24～R3年度 性別割合＞ （実件数）

H24年

度

H25年

度

H26年

度

H27年

度

H28年

度

H29年

度

H30年

度
R元年度 R2年度 R3年度

不明 47 19 14 9 15 18 5 15 12 14

その他 42 27 9 10 14 13 13 59 19 34

関係機関 28 35 57 160 46 40 43 62 154 281

本人 112 90 105 109 116 98 99 162 193 212

家族 280 256 317 277 304 296 376 480 535 595

＜相談者別の推移＞（実人数）

家族
52%

本人
19%

関係機関
25%

その他 3%
不明1%＜H24～R3年度 相談者の割合＞

6.7%

6.1%
28.1%

19.7%

14.0%

6.1%

19.5%

18歳未満

18歳以上20歳…

20代

30代

40代

50代

不明

＜H24～R3年度 年代別推移＞ （実件数）
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5　ひきこもりの範囲

割合 実数

①　自室からほとんど出ない 168

②　自室から出るが、家から出ないまたはほとんど出ない 767

③　近所のコンビニなどには出かける 792

④　自分の趣味に関する用事のときだけ外出する 479

①～④までのいずれも該当しない 1,196

33.7% 1,733

6　相談内容

不明

狭義のひき
こもり
33.6％

準ひきこもり
32.6％

　相談内容は、継続相談による「現状報告」が最多となっている。相談の主旨としては、電話相
談では「対応方法について」、「精神的な悩み全般」、「将来について」の順となっている。一方、
来所相談では「将来について」、「対応方法について」、「就労について」の順となっている。

　ひきこもりの範囲別では、「近所のコンビニなどには出かける」15.4％、「自室から出るが、家
から出ない又はほとんど出ない」14.9％、「自分の趣味に関する用事の時だけ外出する」
9.3%、「自室からほとんど出ない」3.3％の順となっている。

3.3%

14.9%

15.4%

9.3%

23.3%

33.7%

①自室からほとんど出ない

②自室から出るが、家から出ない又はほとんど出ない

③近所のコンビニなどには出かける

④自分の趣味に関する用事のときだけ外出する

①～④までのいずれも該当しない

不明

2,406

2,078

1,670

1,534

946

683

639

467

315

262

142

78

66

現状報告

問い合わせ

予約受付

対応方法について

事例に係る業務連絡

精神的な悩み全般

将来について

就労について

家族関係について

精神疾患等の病気について

経済問題について

対人関係について

就学について

＜電話相談の内容＞（H24-R3年度 延件数／複数回答）
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来所相談の内容　（延件数/複数回答）　

計
現状報告

7　ひきこもりを始めた年齢・期間・きっかけ

計

1年～3年
3年～5年
5年～7年
7年～9年
10年以上
不明

  ひきこもりをはじめた年齢は20代（26.2％）、18歳未満（15.2％）の順に多い。
　ひきこもりの期間は10年以上が２割近くを占める。次いで、1～3年（14.9％）、３～５年
（8.1％）の順となっている。
　ひきこもりのきっかけは不登校（16.8％）、職場になじめなかった（11.2％）、病気（8.7％）な
ど様々である。

15.2%
8.8%

26.2%

9.7%
3.6% 1.1%

35.3%

18歳未満 18歳以上

20歳未満

20代 30代 40代 50代以上 不明

＜H24～R3年度 ひきこもりを始めた年齢＞

6.3% 5.8%

14.9%

8.1%
5.8% 5.4%

19.7%

34.0%

6か月未満 6か月～1年 1年～3年 3年～5年 5年～7年 7年～9年 10年以上 不明

＜H24～R3年度 ひきこもっている期間＞

1,982

1,572

1,526

918

911

811

375

358

317

226

127

36

14

14

現状報告

将来について

対応方法について

就労について

家族関係について

精神的な悩み全般

社会資源紹介

精神疾患等の病気について

対人関係について

経済問題について

就学について

問い合わせ

予約受付

事例に係る業務連絡

＜来所相談の内容＞ （H24-R3年度 延件数／複数回答）

16.8%

11.2%

8.7%

7.3%

6.4%

5.1%

4.0%

1.4%

39.2%

不登校

職場になじめなかった

病気

その他

就職活動がうまくいかなかった

人間関係がうまくいかなかった

大学になじめなかった

受験に失敗した

不明

＜H24～R3年度 ひきこもりのきっかけ＞
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8 援助方針に基づく分類と診断名

９　連携先及び紹介機関

　

　支援を方向付けるための分類（診断と支援方針に基づいた分類「ひきこもりの評価・支援に関するガ
イドライン」による）で見ると、パーソナリティ障害による精神療法的アプローチや社会的支援が必要に
なるケース（第3群）が28.3％を占める。精神科医療が中心となるケース（第１群）が16.9％、発達障
がいの特性に応じた支援が中心となるケース（第２群）が10.8％となっている。

　連携や紹介を行った機関は、医療機関（13.2％）が多く、次いで若者サポートステーション（9％）が
多い。また、他自治体や政令市に居住する方からの相談の場合、他自治体のひきこもり地域支援セン
ターへ繋ぐこともあり、紹介先の割合が高くなっている。
　なお、令和２年度から機関の区分変更をしており、令和2年度との比較のため、項目の括弧内に同年
度の実数を表記している。

246

157

413

642

＜H24～R3年度 援助方針とひきこもりの要因＞（相談実件数）

57

39

35

30

24

23

19

18

16

15

15

12

6

5

3

2

1

0

111

13.2%

9.0%

8.1%

7.0%

5.6%

5.3%

4.4%

4.2%

3.7%

3.5%

3.5%

2.8%

1.4%

1.2%

0.7%

0.5%

0.2%

0.0%

25.8%

医療機関 （10）

若者サポートステーション （31）

他自治体ひきこもりセンター （17）

精神保健福祉センター （12）

自立相談支援機関以外の市町村窓口 （84）

保健福祉環境事務所、保健所 （37）

地域包括支援センター （39）

社会福祉協議会 （7）

その他の就労支援機関 （0）

学校教育関係 （10）

民間支援団体 （7）

福祉事務所（民生委員） （0）

発達障がい者支援センター （2）

ハローワーク （1）

障害者就業・生活支援センター （4）

児童相談所 （4）

司法・警察 （0）

臨床心理センター （0）

その他 （52）

第1群
一般的な精神科医療の対象となる群。
薬物療法などの生物的治療が必要とされるケース

第2群
何らかの発達障害を認め、
発達臨床や発達支援の観点が必要になるケース

第3群
主診断や副診断のいずれかにパーソナリティ障害（傾向）が含まれ、
個人精神療法や集団療法、心理社会的支援が中心となるケース

不明 不明
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計

病気

不登校

その他
不明
計

不登校

病気
その他

不明
計
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ひきこもりフリースペース 

『ねすと♪たまゆら』のおしらせ 

 

 

 

家から一歩踏み出して、誰かと一緒に時間を過ごしてみませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎月2回の開催です。詳細は、裏面開催日程をご参照ください。 

午後 2時から午後4時（ この間なら、いつ来られても、いつ帰られても自由です ） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ねすと♪たまゆら』は、参加されている方と一緒に考えた 

フリースペースの名前です。 

 

「ねすと」には、いこいの場、「たまゆら」には、ほんのしばらくという意味があります。 

“すこしの間、安らいで過ごせる場所になってほしい“という思いで名づけました。 

 

ぜひ一度、参加されてみませんか？ 

見学のみも可能です。ご連絡お待ちしております。 

【対 象 者】福岡県にお住まいの社会的ひきこもり状況にあるご本人 

【場 所】福岡県精神保健福祉センター 

       〒816-0804 福岡県春日市原町3丁目1-7 南側 2階 

【費 用】無料 

【参加申込】参加ご希望の方には、事前に個別でお話をうかがいます。 

       まずは下記の専用電話にご連絡ください。 

【申 込 先】福岡県ひきこもり地域支援センター（福岡県精神保健福祉センター内） 

       ℡０９２－５８２－７５３０ 

開催日 

ご利用案内 

無理して話さなくても

大丈夫！ 

ねすと♪たまゆらに 

お茶を飲みに来てね 

無理せずにあなたのペースを

大事にしてね♪ 
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 ※月2回、第2と第4水曜日の開催です。 

   ※R4年 2月は23日が祝日のため、２４日（木曜日）に開催します。 

   

 

 

令和３年度 フリースペース開催日程 

 14 8 12 

28 22 26 

12 13 9 

26 27 2４（木） 

9 10 9 

23 24 23 

14 8 

28 22 

11 

25 
８月 

７月 １２月 

１１月 

１０月 

９月 

R３年 R４年 

    

６月 

５月 

４月 

３月 

２月 

１月 
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～ひとりで悩んでいませんか？～ 

福岡県ひきこもり地域支援センターでは、社会的ひきこもり状態の方のご家族を対象に

家族のつどいを開催します。ひきこもりについて正しく理解したり、言葉かけの工夫な

どを学んだりする時間と、参加者同士の交流の時間を用意しています。お気軽にご参加

ください。 

 

○対象者○ 県内に居住するひきこもり状態にある方のご家族（２０名程度） 

○日 時○ 月１回 年間全12回   

毎月第3金曜日 １４：００～１６：００ 

○場 所○ 福岡県精神保健福祉センター  研修室 又は、フリースペース室 

 

 

日 内       容 

4 月 16日 新スタッフの紹介・1年間の計画説明・懇親会 

5月 21日 ＊中止（講話：ひきこもりの基礎知識・社会資源について） 

6月 18日 ひきこもり対応のヒント（１） 

6月 25日 講話：ひきこもりの基礎知識・社会資源について 

7月 16日 医師講話：ひきこもりの基礎知識と対応について 

8月 20日 ひきこもり対応のヒント(1)～声のかけ方・会話のポイント 

9月 17日 九州大学病院 加藤隆弘先生による講話（10時～12時） 

10月 15日 九州大学病院 加藤隆弘先生による講話 ※13時～15時 

11月 19日 ひきこもり対応のヒント～声のかけ方・会話のポイント 

12月 17日 当事者からのメッセージ 

1月 21日 ひきこもり対応のヒント（２） 

～KHJ『楠の会』吉村氏を囲んで～ 

2月 18日 ひきこもり対応のヒント（３） 

3月 18日 山口大学大学院 山根俊恵先生よる講話 

  

 ＊プログラムの内容を一部変更しておりますので、ご確認ください。 

  今後も、新型コロナ感染症の拡大状況により、プログラム内容を変更させて 

 いただく可能性があります。変更の際には、ホームページにてお知らせいたします。 
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○申込み○  ①随時、申込みを受け付けます。 

②参加ご希望の方には、事前に個別でお話をうかがいます。 

 

お問い合わせ・申し込み 

福岡県精神保健福祉センター（ひきこもり地域支援センター） 

福岡県春日市原町３丁目１-７  南側２階 

ＴＥＬ ０９２-５８２-７５３０ 

 

☆ 交通のご案内 ☆ 

 

JR ご利用の場合･･･JR鹿児島本線「春日」駅から徒歩約３分 

（快速列車は「春日」駅に停まりませんので、普通列車をご利用ください。） 

西鉄電車ご利用の場合･･･西鉄天神大牟田線「春日原」駅から徒歩約１３分 

 

 

＊駐車スペースに限りがありますので、公共の交通機関での来所に 

ご協力ください。 
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